
　
正
月
あ
そ
び
の
定
番
、
双
六
（
雙
六
）。

今
で
は
こ
ど
も
の
遊
び
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
で
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
流
行
の

役
者
を
紹
介
し
た
り
、
社
会
風
刺
を
と
り

あ
げ
た
り
す
る
双
六
は
大
人
の
た
の
し
み

で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
当
館
の

収
蔵
品
（
寄
託
品
含
む
）
よ
り
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
て
作
ら
れ
た
絵
双
六
（
浮
世

絵
）
を
紹
介
し
ま
す
。

す
ご
ろ
く
で
遊
ぼ
う
！

―

浮
世
絵
・
玩
具
絵

（
令
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十
二
月
二
〇
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絵
師

絵
双
六
を
描
い
た

　
み
な
さ
ん
が
「
す
ご
ろ
く
」
と
聞
い
て

想
像
す
る
の
は
、
さ
い
こ
ろ
を
振
り
、
出

た
目
の
数
だ
け
絵
の
上
の
コ
マ
を
進
め
て

い
く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
「
絵
双
六
」
と
い
い
、江
戸
時
代
に
入
っ

て
か
ら
広
ま
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
以
前

に
も
「
す
ご
ろ
く
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

す
で
に
あ
り
ま
し
た
が
、
絵
双
六
と
は
異

な
る
遊
び
で
盤
上
の
石
を
動
か
し
、
対
局

す
る
複
雑
な
ル
ー
ル
の
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

こ
の
「
盤
双
六
」
は
平
安
時
代
に
は
貴
族

階
級
の
間
で
広
く
行
わ
れ
、
次
第
に
大
衆

も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
時
代
の

移
り
変
わ
り
と
と
も
に
廃
れ
て
い
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
な
り
、
盤
双
六
が
廃
れ
る

と
と
も
に
登
場
し
た
の
が
絵
双
六
で
す
。

た
だ
絵
双
六
は
盤
双
六
と
直
接
的
に
関
係

は
な
い
と
い
わ
れ
、
絵
双
六
の
さ
き
が
け

と
な
っ
た
の
は「
仏
法
双
六
」「
浄
土
双
六
」

と
い
う
、
仏
教
の
教
え
を
説
い
た
も
の
で

し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
じ
ま
っ
た
絵
双
六
は

明
治
、
大
正
、
昭
和
に
も
作
ら
れ
て
い
き

時
流
に
あ
わ
せ
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の

が
生
ま
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
名
所
・

道
中
双
六
、
役
者
・
芝
居
双
六
や
、
和
歌

や
文
芸
な
ど
を
と
り
あ
げ
た
も
の
、
町
人

の
立
身
出
世
に
ま
つ
わ
る
も
の
な
ど
が
作

ら
れ
ま
す
。
明
治
期
に
な
る
と
文
明
開
化

双
六
や
、
学
校
教
育
に
関
す
る
も
の

戦
時
下
に
は
軍
事
教
練
に
ま
つ
わ
る
も
の

な
ど
が
作
ら
れ
、
時
勢
を
伝
え
る
と
と
も

に
教
育
の
意
味
も
果
た
し
ま
し
た
。
近
代

に
は
、
双
六
は
雑
誌
の
附
録
と
し
て
広
ま

り
子
ど
も
た
ち
の
も
と
へ
届
き
ま
し
た
。

　
絵
双
六
の
流
行
は
出
版
文
化
の
展
開
と

密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
、
名
の
あ
る
浮
世
絵
師
に
よ
っ
て
描
か

れ
、
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
本
展
に
出
陳
の「
新
板
娘
庭
訓
出
世
雙
六
」

の
作
者
で
も
あ
る
渓
斉
英
泉
は
こ
の
ほ
か

に
も
「
東
海
道
五
十
三
駅
名
所
旧
跡
行
程

記
」
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
「
新
板
百
人
一
首
む
べ
山
雙
六
」
を
描
い

た
歌
川
豊
国
は
「
源
氏
物
語
双
六
」
な
ど

数
々
の
双
六
を
手
が
け
、
四
代
豊
国
に
至

る
ま
で
道
中
双
六
や
芝
居
双
六
を
制
作
し

ま
す
。
他
に
も
、
歌
川
広
重
や
歌
川
国
芳

な
ど
よ
く
知
ら
れ
た
浮
世
絵
師
に
よ
っ
て

双
六
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
年
末
年
始
は
す
ご
ろ
く

で
遊
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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史
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３
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基
本
展
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観
覧
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お
茶
を
プ
レ
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ン
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（
大
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各
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観
覧
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◆
書
き
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２
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半
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半
）

　
参
加
無
料
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当
日
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受
付
順
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参
考
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〉

◇
高
橋
順
二
編
著
『
日
本
絵
双
六
集
成
』

　
（
柏
美
術
出
版
、
一
九
九
四
年
）

◇
加
藤
康
子
他
編
著
「
幕
末
・
明
治
の
絵
双
六
」

　
（
国
書
刊
行
会
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二
〇
〇
二
年
）　
ほ
か

「
三
十
六
歌
仙
雙
六
」（
松
江
歴
史
館
蔵
）
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15
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双
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Ⅰ
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学
出
版
局
、1995

年
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載
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